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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次

第56期

第３四半期

累計期間

第57期

第３四半期

累計期間

第56期

第３四半期

会計期間

第57期

第３四半期

会計期間

第56期

会計期間

自平成21年

　７月１日

至平成22年

　３月31日

自平成22年

　７月１日

至平成23年

　３月31日

自平成22年

　１月１日

至平成22年

　３月31日

自平成23年

　１月１日

至平成23年

　３月31日

自平成21年

　７月１日

至平成22年

　６月30日

売上高 (千円) 4,906,9575,258,5381,567,9081,832,8456,346,396

経常利益又は経常損失（△） (千円) 26,752 131,658△6,386 68,726△66,891

四半期(当期)純利益

又は純損失（△）
(千円) 39,900 127,347 11,584 67,425△29,432

持分法を適用した場合

の投資利益
(千円) － － － － －

資本金 (千円) － － 300,745300,745300,745

発行済株式総数 (千株) － － 4,105 4,105 4,105

純資産額 (千円) － － 6,835,0246,854,2156,788,824

総資産額 (千円) － － 7,716,0717,818,8267,623,099

１株当たり純資産額 (円) － － 1,713.061,717.901,701.51

１株当たり四半期(当期)

純利益金額

又は純損失金額（△）

(円) 10.00 31.92 2.90 16.90 △7.38

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) － － － － －

１株当たり配当額 (円) 10.00 10.00 － － 20.00

自己資本比率 (％) － － 88.6 87.7 89.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 72,468 53,885 － － 184,146

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △185,089△106,854 － － △5,813

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △75,770△76,432 － － △79,891

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
(千円) － － 1,583,7381,741,1701,870,572

従業員数 (人) － － 113 113 114

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成23年３月31日現在 

従業員数（人） 113（21） 

(注)１．従業員数は就業人員であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２【事業の状況】
１【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第３四半期会計期間の仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別

当第３四半期会計期間

（自　平成23年１月１日

　　至　平成23年３月31日）

前年同四半期比（％）

折戸・引戸金物（千円） 788,219 34.8

開戸金物（千円） 198,593 △5.5

引出・収納金物（千円） 153,825 1.7

取手・引手（千円） 94,425 △0.6

附帯金物（千円） 138,466 22.8

合計（千円） 1,373,529 19.0

(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 販売実績

当第３四半期会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別

当第３四半期会計期間

（自　平成23年１月１日

　　至　平成23年３月31日）

前年同四半期比（％）

折戸・引戸金物（千円） 1,090,800 27.9

開戸金物（千円） 268,936 △0.8

引出・収納金物（千円） 186,210 0.2

取手・引手（千円） 123,164 4.7

附帯金物（千円） 163,732 16.7

合計（千円） 1,832,845 16.9

(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

　当第３四半期会計期間（平成23年１月１日～平成23年３月31日）におけるわが国経済は、外需牽引型の

成長構造により、輸出と生産の回復基調が概ね維持されたことで、踊り場局面を脱却し、内需の拡大を伴

う自律回復に向けての動きが拡がりつつあったものの、急速な円高や資源価格の高騰、厳しい雇用情勢な

どによって、景気の先行きに対する不透明感は依然として拭い去れない状況の下で推移致しました。こう

した中、第３四半期末の３月11日に発生し、甚大な被害をもたらした東日本大震災の影響により、自律回

復に向けた景気の動きは足踏みを余儀なくされるとともに、深刻かつ長期的な低迷が懸念される状況に

立ち至りました。

　当社の関連する住宅市場におきましては、各種住宅取得支援政策の拡充効果を背景として、新設住宅着

工戸数に緩やかな持ち直しの動きが見られたものの、雇用・所得環境には未だ厳しさが残存し、本格的な

回復には至らない低水準で推移致しておりました処、前述の大震災および福島第１原発事故の発生によ

り、混乱の裡に当期末を迎えております。

　この間、当社は利便性や快適性を求める市場の動きに応えるため、ソフトクローズ機構をさまざまな分

野に導入した商品群の浸透を図り、併せて市場価格の適正化に努めるとともに、販売費及び一般管理費の

圧縮等、調整かつ管理可能な諸施策を講じつつ、積極的な商品展開と販路の拡大に懸命の努力を重ねてま

いりました結果、当第３四半期会計期間の業績は売上高1,832百万円（前年同期比16.9％増）、営業利益

68百万円、経常利益68百万円、四半期純利益67百万円（前年同期比482.0％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末の資産総額は7,818百万円となり、前事業年度末に比べ195百万円増加となりま

した。主な内容は、現金及び預金が129百万円減少しましたが、受取手形及び売掛金が328百万円増加した

こと等によるものです。

　負債につきましては964百万円となり、前事業年度末に比べ130百万円増加となりました。主な内容は、買

掛金が116百万円増加したこと等によるものです。

　純資産につきましては6,854百万円となり、前事業年度末に比べ65百万円増加となりました。主な内容

は、配当金支払で79百万円減少しましたが、第３四半期累計期間における四半期純利益で127百万円増加

したこと等によるものです。
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(3) キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期会計期間末

に比べ145百万円増加し、1,741百万円となりました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は138百万円（前年同期は70百万円の増加）となりました。

　これは税引前四半期純利益68百万円、資金流出ではない減価償却費48百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は43百万円（前年同期は54百万円の減少）となりました。

　主な資金増加要因は、有価証券の償還による収入185百万円、投資有価証券の売却による収入178百万

円等によるものです。また主な資金減少要因は、商品開発等の金型取得で有形固定資産の取得による支

出19百万円、投資有価証券の取得による支出300百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は35百万円（前年同期は35百万円の減少）となりました。

　これは配当金の支払額35百万円によるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 
(5) 研究開発活動

　当第３四半期会計期間における研究開発費の総額は23百万円であります。

　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動について重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
 
(1) 主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 
(2) 設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】
 
１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,420,000

計 15,420,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年５月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,105,000 4,105,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 4,105,000 4,105,000 － －

 

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年１月１日～
平成23年３月31日

－ 4,105 － 300,745 － 273,245
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(6)【大株主の状況】  

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

 

(7)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた
め、記載することができないことから、直前の基準日（平成22年12月31日）に基づく株主名簿による記載を
しております。
 

①【発行済株式】 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 115,100 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,989,600 39,896 －

単元未満株式 普通株式 300 － －

発行済株式総数 4,105,000 － －

総株主の議決権 － 39,896 －

（注）単元未満株式は、当社保有の自己株式17株が含まれております。

 

②【自己株式等】 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
アトムリビンテック株式会社

東京都台東区入谷
一丁目27番４号

115,100 － 115,100 2.80

計 － 115,100 － 115,100 2.80
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年

７月
８月 ９月 10月 11月 12月

平成23年

１月
２月 ３月

最高（円） 690 663 620 668 677 659 649 645 650

最低（円） 640 600 603 615 641 625 626 612 610

（注）最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるもの
であり、それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】
 
１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年

内閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び前第３四半期累

計期間（平成21年７月１日から平成22年３月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づ

き、当第３四半期会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第３四半期累計期

間（平成22年７月１日から平成23年３月31日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作

成しております。

 
２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成22年１月

１日から平成22年３月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年７月１日から平成22年３月

31日まで）に係る四半期財務諸表並びに当第３四半期会計期間（平成23年１月１日から平成23年３

月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年７月１日から平成23年３月31日まで）に係る四

半期財務諸表について、監査法人よつば綜合事務所による四半期レビューを受けております。

 
３．四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５

条第２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の

項目から見て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判

断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
　（１）【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,741,170 1,870,572

受取手形及び売掛金 1,894,010 1,565,567

有価証券 100,920 387,810

商品 470,998 447,847

貯蔵品 － 12,936

その他 57,197 62,414

貸倒引当金 △3,986 △3,453

流動資産合計 4,260,310 4,343,693

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,123,249 1,167,042

工具、器具及び備品（純額） 104,816 110,183

土地 1,027,767 1,027,767

その他（純額） 1,213 1,317

有形固定資産合計 ※
 2,257,047

※
 2,306,310

無形固定資産 24,598 35,406

投資その他の資産

投資有価証券 1,165,857 820,118

その他 118,076 119,204

貸倒引当金 △7,063 △1,632

投資その他の資産合計 1,276,870 937,690

固定資産合計 3,558,516 3,279,406

資産合計 7,818,826 7,623,099

負債の部

流動負債

買掛金 467,380 350,638

未払法人税等 4,190 4,961

その他 126,684 107,371

流動負債合計 598,255 462,972

固定負債

退職給付引当金 187,325 185,063

役員退職慰労引当金 165,700 179,345

その他 13,330 6,893

固定負債合計 366,355 371,303

負債合計 964,611 834,275
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 300,745 300,745

資本剰余金 273,245 273,245

利益剰余金 6,325,729 6,278,179

自己株式 △64,475 △64,475

株主資本合計 6,835,243 6,787,693

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 18,972 1,130

評価・換算差額等合計 18,972 1,130

純資産合計 6,854,215 6,788,824

負債純資産合計 7,818,826 7,623,099
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　（２）【四半期損益計算書】
　　【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年７月１日
  至 平成22年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年７月１日
  至 平成23年３月31日)

売上高 4,906,957 5,258,538

売上原価 3,575,636 3,812,855

売上総利益 1,331,320 1,445,682

販売費及び一般管理費 ※
 1,347,424

※
 1,342,934

営業利益又は営業損失（△） △16,103 102,747

営業外収益

受取利息 20,645 14,582

受取配当金 301 362

仕入割引 15,250 15,577

その他 6,698 13,094

営業外収益合計 42,895 43,616

営業外費用

有価証券償還損 38 14,705

営業外費用合計 38 14,705

経常利益 26,752 131,658

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,713 －

受取補償金 16,179 －

特別利益合計 18,892 －

特別損失

固定資産除却損 6,208 2,295

特別損失合計 6,208 2,295

税引前四半期純利益 39,437 129,363

法人税、住民税及び事業税 748 2,030

法人税等調整額 △1,211 △14

法人税等合計 △463 2,016

四半期純利益 39,900 127,347
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　　【第３四半期会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期会計期間
(自 平成22年１月１日
  至 平成22年３月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成23年１月１日
  至 平成23年３月31日)

売上高 1,567,908 1,832,845

売上原価 1,133,874 1,323,231

売上総利益 434,033 509,614

販売費及び一般管理費 ※
 453,185

※
 441,332

営業利益又は営業損失（△） △19,151 68,281

営業外収益

受取利息 6,602 4,660

仕入割引 5,265 5,616

その他 896 4,873

営業外収益合計 12,765 15,150

営業外費用

有価証券償還損 － 14,705

営業外費用合計 － 14,705

経常利益又は経常損失（△） △6,386 68,726

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,502 －

受取補償金 16,179 －

特別利益合計 18,682 －

特別損失

固定資産除却損 66 509

特別損失合計 66 509

税引前四半期純利益 12,229 68,217

法人税、住民税及び事業税 644 796

法人税等調整額 － △4

法人税等合計 644 791

四半期純利益 11,584 67,425
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　（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年７月１日
  至 平成22年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年７月１日
  至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 39,437 129,363

減価償却費 154,970 132,320

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,607 5,963

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,761 2,261

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,937 △13,645

製品補償引当金の増減額（△は減少） △111,383 －

受取利息及び受取配当金 △20,946 △14,944

有価証券売却損益（△は益） － △4,195

有価証券償還損益（△は益） △1,161 10,705

固定資産除却損 6,208 2,295

売上債権の増減額（△は増加） △45,914 △333,881

たな卸資産の増減額（△は増加） △34,881 △10,214

仕入債務の増減額（△は減少） 49,548 114,802

その他 △316 3,620

未収消費税等の増減額（△は増加） 3,832 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,046 13,557

小計 36,008 38,008

利息及び配当金の受取額 18,507 15,445

法人税等の支払額 17,952 432

営業活動によるキャッシュ・フロー 72,468 53,885

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 101,000 285,000

有形固定資産の取得による支出 △105,851 △71,032

無形固定資産の取得による支出 △5,994 △2,765

投資有価証券の取得による支出 △177,199 △503,135

投資有価証券の売却による収入 － 178,695

貸付金の回収による収入 2,956 3,012

その他 － 3,371

投資活動によるキャッシュ・フロー △185,089 △106,854

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △75,770 △76,432

財務活動によるキャッシュ・フロー △75,770 △76,432

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △188,391 △129,401

現金及び現金同等物の期首残高 1,772,130 1,870,572

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,583,738

※
 1,741,170
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
　　至　平成23年３月31日）

会計処理基準に関する事項
の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用
　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業
会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計
基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）
を適用しております。
　なお、これによる損益に与える影響はありません。

 
【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
　　至　平成23年３月31日）

１．固定資産の減価償却費
の算定方法

　定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費
の額を期間配分して算定する方法によっております。

２．法人税等並びに繰延税
金資産及び繰延税金負
債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控
除項目を重要なものに限定する方法によっております。
　当第３四半期会計期間末の繰延税金資産の回収可能性の判断に関して
は、前事業年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニ
ングに、経営環境等に由来する一時差異等の発生状況の変化による影響
を加味したものを利用する方法によっております。

 
【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期累計期間（自　平成22年７月１日　至　平成23年３月31日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成23年３月31日）

前事業年度末
（平成22年６月30日）

※有形固定資産の減価償却累計額 ※有形固定資産の減価償却累計額

2,926,369千円 2,865,012千円

 
 
（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成22年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
　　至　平成23年３月31日）

※販売費及び一般管理費の主なもの ※販売費及び一般管理費の主なもの

給料手当 418,882千円給料手当 422,272千円

減価償却費 137,552千円減価償却費 119,003千円

退職給付費用 51,140千円退職給付費用 56,651千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,937千円役員退職慰労引当金繰入額 12,562千円

  貸倒引当金繰入額 7,093千円

 

前第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
　　至　平成22年３月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年１月１日
　　至　平成23年３月31日）

※販売費及び一般管理費の主なもの ※販売費及び一般管理費の主なもの

給料手当 139,622千円給料手当 142,058千円

減価償却費 53,750千円減価償却費 45,225千円

退職給付費用 17,462千円退職給付費用 16,637千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,312千円役員退職慰労引当金繰入額 2,063千円

  貸倒引当金繰入額 △2,155千円

 
 
（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成22年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
　　至　平成23年３月31日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高は貸借対照
表に掲記されている現金及び預金残高と一致し
ております。

※ 同左
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成23年３月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成22年７月１日　至　
平成23年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

 株式の種類 当第３四半期会計期間末  

 普通株式（株） 4,105,000 

 
２．自己株式に関する事項

 株式の種類 当第３四半期会計期間末  

 普通株式（株） 115,117 

 
３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年９月28日
定時株主総会

普通株式 39 10.00平成22年６月30日平成22年９月29日利益剰余金

平成23年１月28日
取締役会

普通株式 39 10.00平成22年12月31日平成23年３月11日利益剰余金

 

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発
生日が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

５．株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

当第３四半期会計期間末（平成23年３月31日）

　金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末に比べて著しい変動が認められな
いため、記載しておりません。

 

（有価証券関係）

当第３四半期会計期間末（平成23年３月31日）

その他有価証券で時価のあるもの

　重要性が乏しいため、記載しておりません。
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（デリバティブ取引関係）

当第３四半期会計期間末（平成23年３月31日）

　当社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

前第３四半期累計期間（自　平成21年７月１日　至　平成22年３月31日）及び前第３四半期会計期間（自
　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）
　非連結子会社１社であるため、記載すべき事項はありません。

 

当第３四半期累計期間（自　平成22年７月１日　至　平成23年３月31日）及び当第３四半期会計期間（自
　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）
　非連結子会社１社であるため、記載すべき事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

当第３四半期会計期間末（平成23年３月31日）

　当社は、賃貸借契約に基づき使用する事務所について、退去時における原状回復に係る債務を有してお
りますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現在のところ移転する予定もないこ
とから、資産除去債務を合理的に見積ることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を
計上しておりません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、住宅用内装金物事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
（追加情報）

　第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平
成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適
用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

 

（賃貸等不動産関係）

当第３四半期会計期間末（平成23年３月31日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成23年３月31日）

前事業年度末
（平成22年６月30日）

1,717.90円 1,701.51円

 

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期会計期間末
（平成23年３月31日）

前事業年度末
（平成22年６月30日）

純資産の部の合計額（千円） 6,854,215 6,788,824

純資産の部の合計額から控除する金額
（千円）

－ －

普通株式に係る純資産額（千円） 6,854,215 6,788,824

普通株式の発行済株式数（千株） 4,105 4,105

普通株式の自己株式数（千株） 115 115

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数（千株）

3,989 3,989
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２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成22年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
　　至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 10.00円１株当たり四半期純利益金額 31.92円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

 

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成22年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
　　至　平成23年３月31日）

四半期損益計算書上の四半期純利益
（千円）

39,900 127,347

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益
（千円）

39,900 127,347

期中平均株式数（千株） 3,989 3,989

 

前第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
　　至　平成22年３月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年１月１日
　　至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 2.90円１株当たり四半期純利益金額 16.90円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

 

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
　　至　平成22年３月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年１月１日
　　至　平成23年３月31日）

四半期損益計算書上の四半期純利益
（千円）

11,584 67,425

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益
（千円）

11,584 67,425

期中平均株式数（千株） 3,989 3,989

 
（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 
（リース取引関係）

当第３四半期会計期間末（平成23年３月31日）

　著しい変動がないため、記載を省略しております。
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２【その他】
該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
 

平成22年５月11日
 
アトムリビンテック株式会社

取締役会　御中
 

監査法人よつば綜合事務所
 

 指定社員
公認会計士 神　門　　剛 印

 業務執行社員

     

 指定社員
公認会計士 片　岡　　誠 印

 業務執行社員

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアトムリ

ビンテック株式会社の平成21年７月１日から平成22年６月30日までの第56期事業年度の第３四半期会計期間

（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年７月１日から平成22年３

月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施さ

れる質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認め

られる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アトムリビンテック株式会社の平成22年３月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
 

平成23年５月10日

 
アトムリビンテック株式会社

取締役会　御中

 

監査法人よつば綜合事務所

 

 指定社員
公認会計士 神　門　　剛 印

 業務執行社員

     

 指定社員
公認会計士 吉　田　　麻　利 印

 業務執行社員

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアトムリ

ビンテック株式会社の平成22年７月１日から平成23年６月30日までの第57期事業年度の第３四半期会計期間

（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年７月１日から平成23年３

月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施さ

れる質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認め

られる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アトムリビンテック株式会社の平成23年３月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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